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滋賀県では、2050 年の未来を担う学生と連携して、しがＣＯ₂ネットゼロムーブメント

のロゴマークを作成しましたので、お知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 目的 

  県では昨年１月、2050 年までに県内の温室効果ガス排出量を実質ゼロにすることを目

指して、しがＣＯ₂ネットゼロムーブメントのキックオフ宣言を行い、県民や事業者等の

皆様と連携した取組を進めています。 

このたび取組の一環として、しがＣＯ₂ネットゼロムーブメントの気運醸成を図り、そ

の考え方をわかりやすく伝えるためのツールとなるロゴマークを作成しました。 

 

○ コンセプト 

  ロゴマークは「ゼロ」を円グラフモチーフで視覚化しており、「ＣＯ₂排出量を表すイエ

ロー」と「ＣＯ₂吸収量を表すグリーン」が均等になったネットゼロの状態を表していま

す。現状は排出量が多い状態ですが、「排出＝吸収」、すなわちネットゼロの状態を目指す

ことコンセプトとしています（※１）。 
また、基本形としてロゴマークの中央に琵琶湖をあしらい滋賀県を表していますが、異

なるモチーフを入れることで、ＣＯ₂ネットゼロのための様々な取組を表すことも可能で

す（※２）。 
 

                  

 

 

 

                     

                  

提供年月日：令和３年(2021 年)10 月 26 日 

所 属 名：総合企画部ＣＯ₂ネットゼロ推進課 

担当者名：大伴、萱原 

内 線：3092 

電 話：077-528-3091 

ＦＡＸ：077-528-4808 

メール：cg02@pref.shiga.lg.jp 

しがＣＯ₂ネットゼロムーブメントのロゴマークを作成しました！ 

※２ 
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○ 作成の経過、特色 

作成にあたって、①ＣＯ₂ネットゼロの「見える化」促進と、②2050 年の未来を担う若

者との連携をキーワードに、県・県地球温暖化防止活動推進センター・成安造形大学の学

生５名（３年生４名、２年生１名）・教員等によるプロジェクトチームを本年５月に結成

し、初回に実施した「しがＣＯ₂ネットゼロ勉強会」や月に数回のオンラインミーティン

グを通して検討を進めてきました。 

今回作成したロゴマークは、９月に実施した県・同センター・大学教員による審査会を

経て、最終的に４案の中から選定したものです。 

学生がＣＯ₂ネットゼロを学びつつ、その趣旨を理解しながら、普及していくためのロ

ゴマークを作成したものであり、2050 年の未来を担う若者自らが主体的に作成したこと

が大きな特色となっています。 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 作成者 

   成安造形大学 情報デザイン領域グラフィックデザインコース ３年生 土佐悠夏さん

のデザイン案が採用されました。 

 

○ 今後の活用 

  今回作成したロゴマークを用いて、県がＣＯ₂ネットゼロの考え方をわかりやすく県内

へ啓発するための“コミュニケーションツール”として活用するとともに、県民や事業者

等の多様な主体がこのロゴマークを使用すること想定しています。 

このロゴマークを活用することにより、多様な主体が連携しながら取り組む「しがＣＯ

₂ネットゼロムーブメント」を拡大していきます。 

 

 

 

≪ロゴマークの直近の公開予定≫ 

  ・11 月１日(月) … 広報誌 滋賀プラスワン(11,12 月号)で紹介 

  ・12 月 11 日(土) … しがＣＯ₂ネットゼロシンポジウムにおいて取組発表 

              

※ロゴマーク使用規程等については今後整備する予定です。 

プロジェクトチームにおける活動の様子。 

オンラインボード上で考え方を整理したり、デザイン案を書き出して取組を進めました。 

とさ はるか 


